













12. セピオライ ト中に吸着 した-リウムの運動状態
宮 本 悟






































:3He,4Heの零点エネルギー )とな り実験の結果に近 い値が得 られる｡つまり実験から
得 られた 3Heと4Heの差 100J/molは,そのほとんどが a軸方向の運動が制限される事に
よってもたらされたと考えられる｡同じポテンシャル中でのa軸方向の運動の比熱に対する寄
与を見積もると第 1励起エネルギーは, 1000J/mol(130K)余 りになり15K以下の温度範
囲ではほとんど寄与しない｡すなわちこの実験で測定された比熱 (15K以下 )はb,C軸方向
の運動のみの寄与からなっていると考えられる｡
次にb,C軸方向の運動 を考える｡ b軸方向の運動は,b軸に垂直な壁からの vander
Waals力によって支配されている｡ そこでb軸方向の空孔内のポテンシャルの相対的な変化を,
間隔が 10.6Åである2つの slab間のポテンシャルとして考える｡ (間隔 10.6Å)このポテ
ンシャルは,壁際に2つの谷を持っダブルウェルポテンシャルでありこの谷の深さは他の実験
との比較から約 1KJ/mol以上 と予想される｡この2つの谷の間の障壁の高 さは, 谷の底か
らほとんど1000J/molありこの谷の中でHeは振動することが期待される｡ この振動のエネ
ルギーレベルの間隔はグラファイ ト上に吸着した-リウム3の比熱からの類推から数十K程度
で特に1K程度の温度ではb軸方向の運動は比熱には寄与 しない｡一方低温の比熱は1K程度
の低温でも12J/Km｡1という大きな値を持ち,He原子が空孔中を局在することなしに自由運動
している事を示唆 している｡このことから1K以上の高温では-リウムは空孔の中を1次元ガ
スとして振舞 うことが期待される｡
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